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細川幽斎は、中院通勝に古今伝受を相伝した。通勝の歌道の師にあ








幽斎と通勝は、紹巴の講釈を通じて、自分たちが入手した書物では知り得なかった公条注を紹巴が所持していることにおそらく気づいたであろう。三条西家の血脈と源氏学の継承を自負する通勝にとって、 「古来の註釈を一覧のためにしるしあつむへきくはたて」を完遂するには、紹巴の得た公条注が不可欠で ったに違いない。『岷江入楚』 はたしかに十年がかりで作成されたものであるが、通勝が完全に納得のいくまで取り組んだわけではなく、何らかの事情で慶長三年 ひとまずの形を作 、序拔を加えたものと考えられる。 （略）　
ではなぜ慶長三年に世に出したのであろうか。まず思い浮かぶ

























































徳が「源氏物語に長じ給へる事、天下に雙なし」と記すほどの源氏物語学者であった。しかしながら、岷江入楚 引用された「秘」とする公条説と、紹巴抄・孟津抄・長珊聞書に記された公条説とを比較すると、一部の注釈内容が異なっていることがわかる。そして両者が異なる注を比較する 細流 明星 に見られ 三条西家で継承注釈内容は 岷江入楚に継承された「秘」とする注記と一致する。通勝自身は、両者を比較して 可然」と思われる注 採用しているが、三条西家の注と、これらの中途が異なることがあること 通勝は理解していたと推定される。それゆえ、三条西家の源氏学を直接継承した
（６）























（４）引用は実践女子大学文芸資料研究所『年報』による。（５）引用は日本古典文学大系による（６）岷江入楚の「秘」と「聞」 「聞書」 （ 『中京大学国際教養学部論叢』平
27・３）
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